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1987年　「ＴＯＹＰ大賞」（Ten Outstanding Young Persons ＝１０人の傑出した若者たち）を創設。

                  初年度は、対象を全国の青年会議所会員とし、「国際交流」をテーマに募集。　

1988年　「地域活性化」をテーマとして開催。授賞式典を青年経済人東京会議にて行う。

1989年　授賞式典を赤坂プリンスホテルにてディナーショー形式を取り入れ厳粛の中、華やかに開催。

1991年　開催5周年を迎え、活動の更なる充実を図ることを目的とし、「TOYP倶楽部」を発足。初代会長は、

               1988年にTOYP大賞最優秀賞を受賞した富田徹さんが就任。

1994年　授賞式典を全国会員大会盛岡大会にて行う。また、TOYP倶楽部の方々のトークセッションやパネルなどを展示し、活動を幅広く紹介。

1995年　「新しい地球市民の時代」をテーマに、日本人初の女性宇宙飛行士向井千秋さん含む10名が受賞。

1997年　大竹美喜(現アフラック創業者・最高顧問)が選考委員長に就任。現在にいたるまで多大なるご支援・ご協力をいただいております。

1999年　授賞式典をサマーコンファレンス パシフィコ横浜にて開催。

2000年　21世紀の日本創造に向け、新たな価値観に基づき情熱をもってチャレンジしている方々を対象に、新しくエトバスノイエス特別賞を設け、

                野田聖子さんが受賞。

2001年　日本JC創立50周年、TOYP大賞開催15周年を迎え、今後のJC運動の柱でもある「人間力開発」に視点をおき、

                事業名称を「人間力大賞【TOYP事業】」に変更。

2002年　「夢をかたちにそしてかたちを実現に」をテーマのもと、TOYP事業の中軸として「人間力大賞」を開催。

2003年　シンボルマーク採用。

2006年　現行のWEB申請方式を導入。20年目の開催として、授賞式典には多くの歴代受賞者も参加。

2007年　式典祝賀会を横浜大桟橋ホールにて開催。

　　　　　 NPO法人人間力開発協会設立式典をグランドプリンス赤坂にて。

2008年　“学校ライブ”の活動を行う大野靖之さんがグランプリを受賞。

2009年　新たにシンボルマークを一般公募により採用しました。

2010年　この年より最終選考会をサマーコンファレンス パシフィコ横浜にて開催。人間力大賞ジュニア版を開催。

2011年　授賞式典をサントリーホールにてフィル演奏を取り入れ豪華絢爛に開催。

2012年　明るい未来と世界平和の実現を目指し、社会に貢献する若者たちの活動を、さらなる飛躍に繋げるための取材記録として、

                万葉舎より人間力大賞大年鑑が創刊された。

2013年　２０１２年グランプリの伊藤文弥さんがＪＣＩ（国際青年会議所）主催のＴＯＹＰ２０１３を受賞
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人間力大賞の歴史



公益社団法人日本青年会議所
会頭　
鈴木 和也

　平素より、公益社団法人日本青年会議所が主催しております人間力大賞事業に深いご理解とご支援を賜り、心より感謝と御礼
を申し上げます。
　この人間力大賞は、ＪＣＩ（国際青年会議所）の事業の一環として１９８７年に「ＴＯＹＰ大賞」（Ten Outstanding Young Persons
＝「１０人の傑出した若者たち」）の名称でスタートしました。以来、２８回目を迎える本年まで、エントリーして頂いた多くの若者たち、彼
らを発掘する各地の青年会議所、そして多くの関係者の皆様のご協力の下、途切れることなく傑出した若者たちに光を当てて広く発
信し、彼らの活動を支援するとともに、多くの方々の心に夢と希望を呼び起こしてまいりました。
　本年は、過去最高となる１８５名の意気あふれる若者たちのエントリーを頂きました。第一次から第三次までの各選考を経て、最終
選考は初の試みとなる東京ミッドタウンでのオープンスペースを会場とした「プレゼンテーション会」として開催し、会場を行き交う多く
の方々が、ファイナリストの情熱あふれるプレゼンテーションに足を止めて聞いて頂きました。そして受賞式典となる「第２８回人間力
大賞グランプリ発表会」では、プレゼンターに初の国民栄誉賞受賞者であります王貞治様をお迎えし、３０００名もの来場者が見守る中、
「青年版国民栄誉賞」と呼ぶにふさわしいフィナーレを迎えることができました。
　また本年は、安武氏のほか９名の傑出した若者たちが各奨励賞を受賞されました。活動している地域や分野は様々ですが、彼らに
共通しているのは、揺るぎない明確な夢やビジョンを持ち、その実現のために創意工夫を重ねて挑戦し続けていること、そして、その過
程において自らが成長することはもちろん、周囲の人 を々も巻き込み、意識変革を呼び起こしていることです。今回の人間力大賞事
業を通して受賞者たちの活動や情熱に心動かされた多くの人々が、活動を支援し、あるいは自らが意気あふれる人財として各々の活
動の一歩を踏み出して頂くことを願って止みません。
　さらに、昨年の第２７回人間力大賞でグランプリ・内閣総理大臣奨励賞を受賞された長屋宏和氏が、人間力大賞運営員会からの
推薦により秋の園遊会に招待され、天皇皇后両陛下から労いと激励のお言葉を賜るとともに、安倍総理大臣との面会も果たし、読
売新聞全国版においては長屋氏の運動が記事として取り上げられ、力強い運動の発信へとつながりました。そして、その園遊会での
出会いから国土交通省のご協力の下、Google社との車いすユーザー向けルート検索機能開発の連携プロジェクトも始まり、大きな
成果となりました。
　結びに、第２８回人間力大賞にエントリーを頂きました全ての皆様、毎年多大なるご協力を頂いております大竹喜美選考委員長を
はじめとする選考委員の皆様、本事業の趣旨にご賛同を頂きました協賛企業の皆様、後援各省府、諸団体の皆様に心より感謝を
申し上げますとともに、受賞者をはじめエントリーを頂いた全ての若者が、今回のエントリー、そして受賞を機にますますご活躍されるこ
とを心よりご祈念申し上げ、主催者のご挨拶とさせて頂きます。

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
創業者・最高顧問　
大竹 美喜

　人間力溢れる高い志と強い信念を持ち、全国各地で活躍する傑出した若者の活動を広く発信し、応援する人間力大賞は、お陰様で
本年で28回を迎え、７月のグランプリ発表会をもちまして終了いたしましたことをご報告申しあげます。
　本年は、過去最高となる185名のエントリーをいたただきました。このように多くの候補者を発掘していただいた、各地の会員会議所の
皆様、関係者の皆様のご尽力に対しまして選考委員を代表して厚くお礼申しあげます。
　本年度の授賞式典は、日本青年会議所のサマーコンファレンスの公式ファンクションとして「人間力大賞グランプリ発表会」を組み込
みました。その結果、3000名にものぼる出席者を迎えての中での発表会となり、本事業を会議所内外に広めることができました。
　人間力大賞のファイナリストの皆さんは、時代を見つめた鋭い洞察力の持ち主であり、揺るぎない善意のもと、それぞれの道を歩まれて
いる若者たちであります。今年も素晴らしい活躍をされている方 を々発掘し、表彰できましたことを嬉しく思います。
　スペシャルプレゼンターとして、日本で初の国民栄誉賞を受賞された王貞治氏にご登壇いただきご挨拶と、グランプリ受賞の安武隆信
氏とのトークセッションをお願いしました。このことにより本大賞が青年版国民栄誉賞として、より認知されるものになりました。改めてお礼
申しあげます。
　皆さんには、社会を少しでも良くしよう、人の役に立ちたいと思い、他の人がするのを待っているのではなく、「人がやらないなら、私がや
る」とチェンジメーカーとして自ら動き出し、コンパッション（情熱とひたむきさ）と冷静なプランニングによって一人でも多くの方が活動して
いただくことを期待しています。
　少子高齢化の時代を迎え、生産年齢人口が加速度的に減少していきます。そして人や物、情報は今や国境がなく、世界を駆け巡り、
目まぐるしい変化を遂げている。こうした時代において、日本の成長、発展には今回受賞された皆さんの活躍なくしてありえません。
　さらに、世界の発展に貢献するためには、「人間力」を学び、机上の空論ではない、経験と実績に基づいた実論、実学を身につけ、そし
て強い意志と行動力で大きな夢を描くことが必要不可欠だと思います。また、グローバル化を迎えた今だからこそ、日本人としてのDNAを
再確認するときであると思います。
　官邸直轄の教育再生実行会議でも、グローバル人材育成の重要性を提言し、育成を目指しております。そのためにも、人間力大賞が
これからも日本全国47都道府県の傑出した若者たちが、未来に向けて大きく前進するための励みとなり、地方自治にふさわしい賞となる
ことを願ってやみません。
　最後になりましたが、本年度受賞された皆様のさらなるご活躍をお祈り申しあげます。併せまして、本事業の趣旨にご賛同いただいた
協賛企業の皆様、後援各省府、団体の皆様、選考委員を務めていただいた皆様に改めて心より感謝申しあげます。
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選考委員長挨拶主催者挨拶



「人間力大賞」は、環境、国際協力、福祉、文化・芸術、スポーツ、その他の分野で積極果敢な活動・挑戦を続

けている人間力あふれる若者を発掘し、更なる活躍を期待して国民全体で応援する「青年版国民栄誉賞」と

して展開します。全国で輝きを発揮している、「傑出した若者たち」にこの賞を贈り、その活動に共感し応援

する機運を日本中に広めます。

ともに未来を担う２０歳から４０歳までの「光り輝く傑出した若者たち」を広く世に発信し、彼らの想い描く

「故郷を愛する思い」や「夢をかなえる思い」を共有することで、志を同じくする若者の輪を広げ、活力ある国

づくりへとつなげます。

大竹 美喜 様
アフラック
アメリカンファミリー生命保険会社
創業者・最高顧問

伊藤 文弥 様
２０１３年ＪＣＩ　ＴＯＹＰ受賞者
２０１２年人間力大賞グランプリ受賞者

佐々木 紀 様

株式会社万葉舎　
代表取締役

衆議院議員
JC議連 代表幹事

小田 與之彦 様
一般財団法人まちづくり地球市民財団　
理事長

尾関 とよ子 様

友田 雅明 様
人間力大賞大年鑑　
編集委員長

米谷 啓和 様
財団法人まちづくり市民財団　
理事長

マーケティングコンサルタント

野口 雄史 様
テレビ東京「ガイアの夜明け」　
チーフ・プロデューサー

西川 りゅうじん 様

野田 智義 様
アイ・エス・エル 理事長

社会イノベーター公志園　
統括運営責任者

経済同友会　
東北未来創造イニシアティブ協働PT委員長

鈴木 和也 君
公益社団法人日本青年会議所　
会頭

出口 和宏 様
総務省自治行政局地域振興室
室長

選考委員長
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人間力大賞概要選考委員紹介

グランプリ      1名   副賞   活動支援金 １００万円

準グランプリ  2名   副賞   活動支援金 ３０万円

入賞                 7名   副賞   活動支援金 １０万円

《人間力大賞エントリー対象者》
20歳から40歳(1974年～1994年生まれ)までの、国内外を問わず、科学技術、医療、福祉、文化芸術、国際交流協力、環境、スポー

ツ、教育、まちづくり、災害復興等の活動を積極果敢に実践している意気あふれ、光り輝き、傑出した若者。

《人間力大賞選考基準》
国や地域を愛する思いや、社会貢献度、影響度、独自性、継続性、将来性が顕著であり、活動実績が認められる「人間力」あふれる光り

輝く傑出した若者を選考します。

《主催》　公益社団法人日本青年会議所  

《後援》
内閣府 　総務省 　衆議院 　参議院 　外務省　文部科学省 　厚生労働省 　農林水産省 　経済産業省　環境省　全国知事会

日本放送協会　東京商工会議所　財団法人まちづくり市民財団　一般財団法人まちづくり地球市民財団
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推進活動

エントリー者募集ツール

エントリーの募集を分かりやすく解説したマニュアルを作成し全国の青年会議所及び
自治体やマスコミにポスターとチラシをセットにして送りました。

Facebookの活用

2012年に開設されたFacebookを引き継ぎで活用する事
により、蓄積されたファンに対して情報を発信する事が
出来ました。

プレゼンテーション会パンンフレット

ホームページの活用 多くのメディアで情報発信

エントリー募集、過去の受賞者の紹介、人間力大賞事業の
詳細をホームページで発信しました。本年度も2013年の
選考システムを採用し、web上より直接エントリー及び選
考を行いました。

◆ポスター ◆チラシ

◆２つ折冊子
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授賞式典選考会報告

プレゼンテーション会

グランプリ発表会
第一次選考　2014年5月2日（金）〈185名→30名〉
場所：公益社団法人日本青年会議所会館

選考委員：尾関史生氏（人間力大賞大年鑑　編集副委員長）

　　　　  尾関俊宏氏（人間力大賞大年鑑　ディレクター）

　　　　  奥富精一氏（2013年度人間力大賞運営委員会委員長）

　　　　  人間力大賞運営委員会スタッフ（補助要員）

人間力大賞大年鑑の編集に携わられ、多くの受賞者を取材し地域の中の若者の

活躍を多く知っている視点で選考して頂きました。

人間力大賞の選考基準・人間力大賞の定義に沿ってWEB選考にて開催しました。

第三次選考　2014年５月14日（水）～５月27日（火）  〈20名→10名〉
場所：WEB上にて開催

選考委員会の委員は外部見識者・後援各省府・人間力大賞協賛各社代表、公益社団法人日本青年会議所会頭

選考委員：大竹美喜氏（アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社） 創業者・最高顧問） / 友田雅明氏（人間力大賞大年鑑　編集委員長） / 中台学氏（財団法人まちづくり市民財団 評議員）

                      高島優氏（一般財団法人まちづくり地球市民財団 評議員） / 尾関とよ子氏（人間力大賞大年鑑 編集委員長特別補佐）/ 出口和弘氏（総務省自治行政局地域振興室室長）

                      藤咲宏臣氏（厚生労働省社会援護局地域福祉課 地域福祉専門官） / 山田啓二氏（全国知事会会長）

人間力大賞事業に対する深いご理解のもと、次世代の育成、まちづくり・青少年の育成、地域貢献、福祉・起業といった様々な面から、また各専門分野での経験を踏まえて、運営

に対し貴重なアドバイスやご意見を頂きました。結果として10名のより傑出した若者を選定でき、プレゼンテーション会へとつなげることができました。

2014年６月21日（土）　18時00分～20時30分　

場所：東京ミッドタウン　キャノピースクエア
選考委員
鈴木和也君　公益社団法人日本青年会議所　会頭
大竹美喜氏　アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）　創業者・最高顧問
友田雅明氏　人間力大賞大年鑑　編集委員長
野田智義氏　NPO法人アイ・エス・エル理事長
伊藤文弥氏　2013年JCI TOYP受賞者、2012年人間力大賞グランプリ受賞者

中台学氏　財団法人　まちづくり市民財団　評議員
高島優氏　一般財団法人　まちづくり地球市民財団　評議員
尾関とよ子氏　人間力大賞大年鑑　編集委員長特別補佐
出口和宏氏　総務省自治行政局地域振興室長
藤咲宏臣氏　厚生労働省社会援護局地域福祉課地域福祉専門官
野口雄史氏　テレビ東京　報道局　報道番組センター
                          『ガイアの夜明け』チーフプロデューサー
西川りゅうじん氏　マーケティングコンサルタント
佐々木紀氏　衆議院議員　JC議連代表幹事

第28回人間力大賞の最終選考会（プレゼンテーション会）は東京ミッドタ
ウンにある屋外スペースにて多くの一般市民の前で開催しました。当日は
3700名の会場通過者の前でファイナリスト10名により活動説明等のプレ
ゼンテーションをして頂きました。最終選考会（プレゼンテーション会）で
は多くの方にファイナル10の活動を知っていただく為に公開型の選考に
しました。会が終了後に選考委員で討議を行い、人間力大賞のグランプリ、
準グランプリ、各奨励賞の協議を行いました。

2014年7月20日（日）　9：30～10：30　場所：パシフィコ横浜　国立大ホール
青年会議所の最大の運動発信の場であるサマーコンファレンスの中で、第28回人間力大賞のグランプリ発表会を開催しました。受賞者10名の各種奨励賞の発表は会
場の大型スクリーンを活かして、活動紹介映像と共に発表しました。
グランプリ発表は初代国民栄誉賞受賞者である王貞治氏をスペシャルプレゼンターにお迎えして行いました。それにより、青年版国民栄誉賞である人間力大賞を参加
者に印象づける一助になりました。また当日は3000名を越える過去最多の参加者の前で受賞者達の活動を紹介すると共に受賞者の栄誉を讃えられました。
2014年も傑出した10名の意気あふれる人財を発掘し、その中でも最も人間力のある若者にグランプリと準グランプリが授与されました。

第二次選考　2014年5月4日（日）～5月11日（日）〈30名→20名〉
場所：WEB上にて開催

選考委員：地区担当常任理事　10名

各地域を代表する公益社団法人日本青年会議所地区担当常任理事に地域特性を活か

した多種多様な観点から選考して頂きました。

人間力大賞の選考基準・人間力大賞の定義に沿ってWEB選考にて開催しました。

【各種選考会】

第28回人間力大賞受賞者達 本年はサマーコンファレンスの中でグランプリ発表会を開催しました。

選考委員を代表しまして大竹選考委員長よりご挨拶をいただきました。 会場のパシフィコ横浜国立大ホールは多くの参加者で埋め尽くされました。

スペシャルプレゼンターの王貞治様と人間力大賞グランプリの安武隆信さん

プレゼンテーション会の趣旨説明をしました。

推薦者には推薦理由を述べていただきました。

満席の会場にてプレゼンテーションを
行うことが出来ました。

選考委員長の大竹美喜氏にオープニング
メッセージをいただきました。

会場周辺を通りがかった方たちにも立ち
止まって見ていただくことが出来ました。

ファイナリスト10名による熱いプレゼンテ
ーションを一人7分で行いました。 準グランプリを受賞した毛利公一さんと塩﨑明子さん
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受賞者達との合同会議PRブースを設置

20014年度は受賞者の活動を広く紹介する取組みとして、最終選考会（プレゼンテーション会）とグランプリ発表会の会場にて受賞者と参加者が直接
交流する事が出来る様に受賞者の活動紹介ブースを設置しました。
多くの参加者に対して受賞者たちが活動をより具体的に説明する機会を作れた事により受賞者達の今後の活動支援に繋げる事が出来ました。

プレゼンテーション会

グランプリ発表会

本年度は第28回人間力大賞受賞者達と今後の人間力大賞を良くする為の合同会議を11月1日に、ＪＣ会館で行いました。

2014年度の人間力大賞の委員会メンバー、2015年度の人間力大賞・褒賞委員会のスタッフ、第28回人間力大賞受賞者、

UCのOBが会議に参加し人間力大賞の改善点や受賞後の影響、また今後の活動についての貴重な意見が聞けました。

プレゼンテーション会の前後には、ファイナリストの活動をより身近に感じてい
ただくために、自身の活動をＰＲするブースを設置しました。

第28回人間力大賞グランプリ受賞の安武隆信さんと活動支援者 第28回人間力大賞準グランプリ受賞の塩﨑明子さんの活動紹介ブース

多くの来場者と交流をはかる受賞者達 受賞者の活動内容を具体的に聞く参加者

共に活動する支援者と協力し、活動ＰＲブースを設営・運営していただきました。

【受賞者のPRブース】
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活 動 エ リ ア ： 和歌山県

所属活動団体 ： 【こどもの寺 童楽寺】住職
                                【童楽寺ホーム】代表理事

推　　　　薦 ： 一般社団法人伊都青年会議所

経　　　　歴 ：

安武 隆信さん

活 動 内 容
子ども達の活動も、僧侶として大切な役割ではないかと感じ、現代版寺子屋活動を開始しました。被虐待児童の養
育、ひきこもり、震災避難者との滞在型支援活動を展開しています。 

選 定 理 由
公共の福祉への貢献、新たな文化の育成・普及に寄与するものであり、日本放送協会の取り組みと合致しているため。

人間力大賞グランプリ受賞
内閣総理大臣奨励賞
日本放送協会会長奨励賞

推　　　　薦 ： 公益社団法人高松青年会議所

毛利 公一さん

活 動 内 容
重度障がい者である目線で、「居宅介護部」「やまもも」「支援センターウィズ」の3拠点で事業展開しています。 

選 定 理 由
福祉や地域のために積極果敢に活動され、地方自治の推進に寄与しており、全国知事会の取り組みと合致して
いるため。

人間力大賞準グランプリ受賞
衆議院議長奨励賞
全国知事会会長奨励賞
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塩﨑 明子さん

活 動 内 容
ひまわり畑の観光地を浜松に作り、浜名湖周辺地域の活性化につなげる為、市民や企業を巻き込みひまわり祭を
開催しています。

選 定 理 由
農林水産省の発展、農業の多面にわたる機能の発揮、森林生産力の増進になどに寄与しており、農林水産省の取り組
みと合致しているため。経済及び産業の発展に寄与しており、経済産業省の取り組みと合致しているため。

人間力大賞準グランプリ受賞
参議院議長奨励賞
農林水産大臣奨励賞
経済産業大臣奨励賞

石原 ゆり奈さん

活 動 内 容
ネパール、ラオスで教育支援を目的に、学校や図書館、集会所等を建設。 継続運営できるよう教員の育成・支援、
ヤギの繁殖方法を教えています。

選 定 理 由
教育、学術、文化、科学技術の振興に寄与しており、文部科学省の取り組みと合致しているため。また、東京商
工会議所から奨励賞の推薦を頂き、若者の夢を支援しているため。

人間力大賞受賞
文部科学大臣奨励賞
東京商工会議所奨励賞
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北村 政記さん

活 動 内 容
訪問型病児保育事業を行っています。第三者から寄付を集める事で、行政には頼らない運営で、ひとり親世帯の就
労支援や子どもへの貧困連鎖の立ち切りなどを実現しています。

選 定 理 由
「国内の」非営利地域社会発展活動として（財）まちづくり市民財団奨励賞に推奨できるため。

櫻井 理さん

活 動 内 容
在宅療養者が、周囲のサポートに感謝しながら、人の絆やぬくもりを大切にし、お互いを尊重できるような豊
かな社会生活を送れるように、活動を展開しています。

選 定 理 由
社会福祉の向上に寄与しており、厚生労働省の取り組みと合致しているため。

人間力大賞受賞
厚生労働大臣奨励賞

人間力大賞受賞
(財)まちづくり市民財団奨励賞
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永井 陽右さん

活 動 内 容
ソマリア人移住区におけるソマリア人若者ギャング更生プロジェクトでは、潜在的テロリストとして弾圧されている
彼らを仲間として受け入れ、多くのNGOと協力し社会復帰を支援しています。

選 定 理 由
平和で安全な国際社会の維持に寄与しており、外務省の取り組みと合致しているため。

二村 そよかさん

活 動 内 容
イベントで演者として出演。募金を募り国際活動・医療・福祉団体に寄付されています。ひとり芝居のテーマ
が環境・飢餓問題となっています。

選 定 理 由
地球環境保全、公害の防止、自然環境の保護に寄与しており、環境省の取り組みと合致しているため。

人間力大賞受賞
環境大臣奨励賞

人間力大賞受賞
外務大臣奨励賞

活 動 エ リ ア ： 京都府

所属活動団体 ： かみひとねっとわーく京都 

推　　　　薦 ： 公益社団法人乙訓青年会議所

経　　　　歴 ：
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萩生田 愛さん

活 動 内 容
ケニアの子供が安心して学校に通うためには、親に働く機会をつくる事が必要だと考え、ケニアでバラを育て、日本
の市場を開拓しケニアに雇用を生んでいます。

選 定 理 由
「非営利国際協力活動」として（一財）まちづくり地球市民財団奨励賞に推奨できるため。

廣岡 政幸さん

活 動 内 容
寄宿型のフリースクール〈ワンステップスクール伊藤学校〉にて障害、引きこもり、非行など問題を抱える青少
年を預かり共同生活・職業訓練を通して自立更生を支援しています。

選 定 理 由
自立的な地域社会の形成に貢献しているものとして、総務省の取り組みと合致しているため。

人間力大賞受賞
総務大臣奨励賞

人間力大賞受賞
（一財）まちづくり地球市民財団奨励賞



公益社団法人日本青年会議所
人財グループ
人間力大賞運営委員会　
委員長　
照屋孝明

　２８回目となりました本年の人間力大賞事業を運営するに当たり、多くのご後援・ご協賛を頂き、また大竹美喜選考委員長をは
じめとする選考委員の皆様や全国各地の会員会議所の皆様のご協力に対しまして、本事業を担当する委員会の委員長として厚
く感謝と御礼を申し上げます。
　本年は年間を通して青年版国民栄誉賞としての位置づけを確立することに重点を置いて運動展開をしてまいりました。全国各地
で素晴らしい運動をされている若者たちを広く集めることから始まり、過去最高となる１８５名のエントリーを頂くことが出来ました。そこ
から各種の選考を経て、ファイナリスト１０名の最終選考を一般の方々が多く行き交う東京ミッドタウンのオープンスペースで開催
させて頂きました。この設えは、人間力あふれる若者たちの熱いプレゼンテーションが、多くの参加者の意識変革の機会を創出す
る、人間力大賞という運動が広まることを期待した初の試みでした。結果としてはＪＣメンバーだけではなく、６００名以上の一般の
方々にご参加頂くことが出来ました。そして、授賞式典は７月に開催されましたサマーコンファレンスの中で最大の会場となるパシ
フィコ横浜国立大ホールを使用して、３０００名の来場者の前で盛大に授賞をすることが出来ました。その中では初代国民栄誉賞
受賞者であります王貞治氏にご協力頂き、スピーチ及び賞の授与、グランプリ受賞者とのトークを通じて、青年版国民栄誉賞とし
ての位置づけ確立を目指す本事業の新たな1ページを開くことが出来ました。人間力大賞グランプリ・内閣総理大臣奨励賞の栄
冠は、現代版寺子屋を展開している住職の安武隆信氏に決まり、多くのメディアで発信され、受賞をきっかけに講演依頼が増え
るなど安武氏の運動の後押しへとつながりました。
　さらに、昨年のグランプリ受賞者である長屋宏和氏のサポートも継続的に行い、その中でも特筆すべきは、春の段階で委員会
より推薦をしていた秋の園遊会へとご招待頂けたことです。天皇陛下をはじめとする皇室の皆様や安倍総理大臣との面会によっ
て、人間力大賞受賞者が青年版国民栄誉賞受賞者として認められる機会となるだけではなく、当日の出会いから国土交通省の
ご協力を得て、以前より温めていた車いすユーザー向けルート検索機能のアイディアをGoogle社と共有し、プロジェクトとして具
体的に前進することが出来ました。そして、本年の１０名の受賞者達が協力して社会の役に立つ運動展開をする新たな試みも始
まり、受賞者と委員会メンバーが一堂に集まる会議を開催することにより、授賞だけにとどまらないサポートをしてまいりました。
　結びに、本年は委員長として人間力大賞事業の運営だけではなく、具体的に社会に役立つ運動の広がりを目指して活動して
まいりました。事業に触れて頂いた皆様の意識変革が起こり、社会貢献に対する意識を高め「たくましい国」日本を創ることの出
来る、意気あふれる人財が活躍することをご祈念申し上げまして、委員長としてのご挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。

第２７回人間力大賞グランプリ受賞者の長屋宏和氏が人間力大賞運営委員会からの推薦により、赤坂御所で開催された秋の園遊会に招待され、天皇皇后両
陛下や安倍総理大臣とお話しされました。

TOYP アワードセレモニーにて挨拶をするJCI会頭 シャイン バスカラン君TOYP 受賞者10名

秋の園遊会からのご縁で、昨年の授賞時に長屋宏和氏が温めていたＧ
ｏｏｇｌｅ　ｍａｐに段差情報を追加することによる、車いす専用のル
ート検索機能のアイディアを国土交通省の石井審議官にお伝えしたと
ころ、Ｇｏｏｇｌｅ社をご紹介頂き六本木ヒルズにある本社でそのアイデ
ィアについてプレゼンテーションをさせて頂くことが出来ました。翌週
にはアメリカのＧｏｏｇｌｅ本社でその内容をお伝え頂き、人間力大賞
事業を全世界で実際に役立つ可能性が高まってきました。

【受賞者支援活動】

【TOYP】

秋の園遊会への参加

JCI（国際青年会議所）は毎年、JCIの精神にのっとり活動している世界の傑出した10名の若者達の功績をたたえ表彰しています。
日本JCからも人間力大賞グランプリを受賞した若者を、JCI TOYPにエントリーを行っております。今年も2013年に第27回人間力大賞グランプリ受賞者の
長屋宏和氏をエントリーし、世界中から150のエントリーが集まる中、セミファイナルのトップ20まで残りましたが、残念ながら受賞には至りませんでした。

コングレスセンター・ライプチヒにてＪＣＩ　ＴＯＹＰ　アワードセレモニーが行なわれました。

グーグルジャパンとの恊働事業

第28回24 第28回 25

担当委員長挨拶過去の受賞者支援活動
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協賛企業・団体紹介

協賛企業・団体一覧

三井住友海上火災保険株式会社　　　　　　　〒101-0062　  東京都千代田区神田駿河台3-9   
有限会社カエン　　　　　　　　　　　　　　〒640-8255　  和歌山県和歌山市舟津町３丁目４    
株式会社湊組　　　　　　　　　　　　　　　〒640-8404　 和歌山県和歌山市湊2丁目12番24号   
株式会社イヌイ　　　　　　　　　　　　　　〒640-8462　  和歌山県和歌山市粟421   
ユタカ交通株式会社　　　　　　　　　　　　〒640-8392　  和歌山県和歌山市中之島2287   
株式会社APO-COMI　　　　　　　　　　　　〒160-0004　  東京都新宿区四谷四丁目32-4－２   
ゴウダ株式会社　　　　　　　　　　　　　　〒567-0065　   大阪府茨木市上郡2-13-14　ゴウダC&E ビル
株式会社ローソン　　　　　　　　　　　　　 〒141-0032　   東京都品川区大崎1-11-2ゲートシティ大崎イーストタワー7F
有限会社春華堂　　　　　　　　　　　　　　〒430-0933　  静岡県浜松市中区鍛冶町321-10   
株式会社ウィネット　　　　　　　　　　　　   〒080-0027　  北海道帯広市西１７条南５丁目31-2  
株式会社南北　　　　　　　　　　　　　　　〒641-0035　   和歌山県和歌山市関戸5丁目7-6  
株式会社万葉社　　　　　　　　　　　　　　〒160-0001　  東京都新宿区片町1-1パレクリスタル6F
菱岡工業株式会社　　　　　　　　　　　　　〒641-0006　  和歌山県和歌山市中島528   
日野総合管理株式会社　　　　　　　　　　　〒869-1233　   熊本県菊池郡大津町大字大津90-1   
アフラック　　　　　　　　　　　　　　　　〒163-0456　   東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル
財団法人まちづくり市民財団　　　　　　　　  〒l02-0093　   東京都千代田区平河町2-14-3　日本青年会議所会館内
一般財団法人まちづくり地球市民財団　　          〒102-0093　   東京都千代田区平河町2-14-3　日本青年会議所会館内 
有限会社オカムラ運輸　　                                       〒424-0855　   静岡県静岡市清水区庄福町11番９号   
東京商工会議所　　                                                   〒100-0005　  東京都千代田区丸の内3-2-2   

委員長　　照屋孝明

総括幹事　佐藤ぱうろ

運営幹事　立入誠悟

会計幹事　岡谷厚仁

総括補佐　貝塚敬保

副委員長　西田 　聡

小幹事　　村重信二郎

　　　　　阪本喜寛

　　　　　仙石雄嗣

　　　　　戸田隆之

　　　　　古屋裕一

　　　　　大濱　尚

　　　　　倉田　光

　　　　　山田裕士

　　　　　山室博康

　　　　　西林裕起

副委員長　小川敦弘

小幹事　　神田正道

　　　　　陣　恵

　　　　　中村晃大

　　　　　矢野良一

　　　　　横山孝行

　　　　　桑原和弘

　　　　　新海芳浩

　　　　　内堀伸明

　　　　　小嶋秀和

　　　　　鳥越明子

　　　　　関　和敏

副委員長　齊藤　誠

小幹事　　安藤友貴

　　　　　上田昭憲

　　　　　泉谷友広

　　　　　固本　徹

　　　　　高橋通彰

　　　　　辻　大輔

　　　　　三原一洋

　　　　　辰田　薫

　　　　　山田一真

　　　　　山崎育洋

　　　　　水主川嘉範

　　　　　北野仁康

　　　　　加藤圭佑

副委員長　伊藤　創

小幹事　　藤山直也

　　　　　小那覇らうる

　　　　　熊谷康行

　　　　　宮城達也　

　　　　　宮本　武

　　　　　田口善久

　　　　　下田恭子

　　　　　湯朝育広

　　　　　松本和之

　　　　　田添太一

公益社団法人日本青年会議所 人財グループ 人間力大賞運営委員会
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